平成２８年度第１回大阪府立学校腎検診判定審査会
日　　時：平成２８年８月２５日(木)１７：００～１９：００ 
場　　所：大阪府立急性期･総合医療センター　本館３階第７会議室
出席状況：５名（椿原会長、勝二委員、飯尾委員、芦田委員、伊賀委員）
（事務局）大阪府教育庁教育振興室保健体育課　指導主事　本田
１　開会

２　挨拶　　

３　議事

（１）大阪府立学校腎検診判定審査会　会長の選出について

　　会規則第四条により、椿原委員を会長に選出
　　会規則第四条第三項により、会長から、勝二委員を職務代理に指名。

（２）一次精密検診受診者の判定について　　
　　・事務局より、今年度の精密検査専門施設について、専門医の退職及び閉院から２病院が外れたことを報告。
・府立学校腎検診システム※における判定対象者（判定整理番号１～１２５）１２５名の

一次精密検査結果について、審査。
※二次検査結果において尿蛋白クレアチニン比0.15以上の児童生徒等に対し、同審査会にて作成した腎専門医及び協力施設リスト中の病院に受診指導の上、受診後の結果報告書に基づき同審査会にて適切な指導がされているか判定する。

①非専門施設受診の児童生徒について（５名）
・A及びBについては、特に追加指示なし。
・Cについては、１年生であるので経過観察をし、２年生の検尿においても所見がある場

合は、専門医を受診するよう指示をする。
　　・Dについては、「D」区分であるが、腎生検実施の有無の記載がない。主治医に対し、

腎生検実施の可否について伺い、投薬で効果が得られなかった場合には、腎生検も含め

専門施設への受診指導を行なう。
　　・Eについては、専門施設ではないが専門医に受診している。精密検査における尿蛋白ク

レアチニン比が高値であるが「経過観察」の指示であるので、すぐに対応しても良いの

ではないか。８月末の再診における指示を確認すること。
　　
　②専門施設を受診したが、管理区分「D」以上の児童生徒について（５名）
・Fについては、「C」区分であるが、「C」区分とした根拠を、主治医に伺う。

・Gについては、経過観察で「D」区分となっている。再診の指示を養護教諭に確認し、

尿蛋白量が減少してきているのであれば、「E」区分への変更をお願いする。

・Hについては、腎臓では異常がなかったが、心疾患において「D」区分としているとい

うことであるため、追加指示なしとする。
・Iについては、念のため「D」区分としているとのこと。３年生ということもあり、追

加指示なしとする。

　　・Jについては、７月末に再診の予定であるので、その後の主治医からの指示を確認する
こと。
③その他の生徒について（４名）

　　・Kについては、精密検査におけるクレアチニン値が高値であるため、クレアチニンの
再検について、主治医へ手紙を出す。
　　　・LとMについては、主治医が尿クレアチニン値の単位を間違えている可能性がある。

主治医に確認をすること。
　　　・Mについては、今回の審査対象ではないが、すでに医療機関で手術をしているが、蛋白や潜血がでていることに加え、尿蛋白クレアチニン比も高いので、次回再診時に主治医に「精密検査結果報告書」を記入してもらうよう学校から依頼をすること。

　　
④専門施設を受診し、「管理不要」となった児童生徒について（１２名）
　　　運動制限はないが、次年度も管理してみていくため、管理不要の生徒については要管理
区分「E」とする。
　　※その他の児童生徒については、特に追加指示なし。
　　　
（３）その他
　　○平成２９年度からの尿検査業者入札にあたっての仕様書について
　　　①試験紙
　　　　現在、特定の試験紙を指定しているが、他の試験紙でも精度があがっているため、本

試験紙にかぎらず、適切な検査ができる試験紙を業者が選んでもよい。

　　　②参考管理指導区分判定基準表
　　　　１次検査及び２次検査の２回受検しなければ、この基準表にあてはまらない。何かの

理由により１回しか受検できていない場合は、この判定基準表の所見が重い方の判定

により対応すること。

　　　③至急連絡について
　　　　検査結果、所見が重い児童生徒については、規定の結果返却ではなく早急な対応が必

要な児童生徒ということで至急連絡をしてほしいとの学校現場の要望に対しては、症

状を有する場合には、児童生徒が必要とするのは医療であるので、症状に応じて医療

機関を受診させる緊急性を判断すること。
　　　
４　閉会
　次回開催：平成２８年１２月１日（木）１６：３０～１８：３０
